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スポーツと暴力

パラアスリートの立場から



・ 大学卒業後に郵船クルーズ (株) に入社、客船「飛鳥」にパーサーとして
乗船。

・ 25歳のときに、脊髄の血管の病気 (両下肢麻痺) で車いす生活になる。

・ リハビリ中に出会った友人の勧めでビームライフルに出会い、その後、
本格的に射撃の世界へ。

・ 2004年 アテネ、2008年 北京、2012年 ロンドンパラリンピック大会
に射撃日本代表として出場。





パラリンピックについて



パラリンピックの起源

1948年ロンドンオリンピック開会式と同日に

イギリスのストーク・マンデビル病院で行われた

「ストーク・マンデビル競技会」とされる。

ストーク・マンデビル病院

ルートヴィヒ・グットマン博士

（パラリンピックの父)

「失ったものを数えるな。

残されたものを最大限に生かせ」



参加国 ：22カ国

参加選手 ：約400名

競技種目 ：9競技144種目

日本選手数 ：53名



１９６４年東京パラ動画



パラリンピックの語源

・1964年東京オリンピック後に開催された、

「第13回国際ストーク・マンデビル車いす競技大会」の愛称。

Paraplegia (脊髄損傷等による下半身麻痺者) + Olympic

・1985年 IOCがパラリンピックという呼称を用いることを

正式に認め、1988年ソウル大会より使用。

Parallel (平行) + Olympic =  「もう一つのオリンピック」



2016年リオパラ動画



Paralympic Value (パラリンピックの価値)

・COURAGE (勇気)
マイナスの感情に向き合い、乗り越えようと思う精神力

・DETERMINATION (強い意志)
困難があっても、あきらめず限界を突破しようとする力

・INSPIRATION (インスピレーション・感動)
人の心を揺さぶり、駆り立てる力

・EQUALITY (公平)
多様性を認め、創意工夫をすれば、誰もが同じ
スタートラインに立てることを気づかせる力



スポーツと暴力

パラアスリートの立場から



障害を理由に
スポーツ施設の利用を断られた経験、

条件付きで認められた経験の有無

ある

21.6%

ない

74.8%

無回答

3.6%



Accessibility
(アクセシビリティー)



全員が自己ベスト

未来への継承

多様性と調和

東京2020大会 3つの基本コンセプト



2020年 東京パラリンピック競技大会

開会式（8月25日）まで

199日



ありがとうございました。


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	パラリンピックについて
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	パラリンピックの語源
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	障害を理由に�スポーツ施設の利用を断られた経験、�条件付きで認められた経験の有無
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	2020年 東京パラリンピック競技大会�開会式（8月25日）まで
	ありがとうございました。

